
HW4 

 

氏名：津波古正輝 

学籍番号：075739A 

提出日：12月２日(火曜日) 
 

１）与えられたALU記述に対して以下をレポートする。 

SIROCCOでの正常動作波形、展開前の回路で、速度最小での回路図、面積、クリティカルパス遅

延、クリテイカルパスの入力ピンと出力ピン。展開後の回路で、速度最小での回路図、面積、

クリティカルパス遅延、クリテイカルパスの入力ピンと出力ピン。展開による合成結果の差の

考察。 

 

２） 記述を変更して4ビットと１６ビットの同一機能のALUを設計し、 

2-1) 制約なしで合成し、４ビット、8ビット、１６ビットALUのビット幅と回路面積、およびビ

ット幅と回路速度の関係を調べよ。 

2-2) 最小速度で合成し、 

４ビット、8ビット、１６ビットALUのビット幅と回路面積、およびビット幅と回路速度の関係

を調べよ。 



1): 

SIROCCO での正常動作波形 

 

 

展開前の速度最小での回路図と面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



クリティカルパス遅延、クリテイカルパスの入力ピンと出力ピン 

 

 

面積：664 

クリティカルパス：10.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



展開後の速度最小での回路図と面積 

 

 

クリティカルパス遅延、クリテイカルパスの入力ピンと出力ピン 

 

 
面積：661 

クリティカルパス：15.96 



考察： 

面積はあまり変化していない。クリティカルパスは展開すると遅くなっている。

どうやら展開すると遅くなるようである。面積が大きいものを展開すると、ク

リティカルパスは遅くなるようだ。では、逆(面積が小さい)のパターンはどう

だろうか。クリティカルパスは少しは増えるであろうが、元々の面積が小さい

ので、目立った差は見られないだろう。 

  結論。面積が大きいものは、ムリに展開すると、逆にクリティカルパスが増

えてしまう。なので、大きい面積のものは展開しないほうがよい。 

 

 

2-1): 

制約なしで合成し、4 ビット、8 ビット、16 ビット ALU のビット幅と回路面積、

およびビット幅と回路速度の関係を調べよ。 

 

4 ビット制約なし 

 

 

 

 

 

 



8 ビット制約なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 ビット制約なし 

 

 

 

 

 

 

結論： 

ビット幅が大きくなれば面積、クリティカルパス共に増加する。 



2-2): 

最小速度で合成し、4 ビット、8 ビット、16 ビット ALU のビット幅と回路面積、

およびビット幅と回路速度の関係を調べよ。 

 

4 ビット制約あり 

 

 

 



8 ビット制約あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 ビット制約あり 

 
 

 

 



 

 

 

結論： 

ビット幅が大きくなれば面積、クリティカルパス共に増加する。 

 

 

まとめ： 

制約(クリティカルパスの最速化)を指定すると、その制約を第一と考え、その

制約に対応するもの以外はあまり重要視されない。今回の実験では、クリティ

カルパスが 4,8,16 ビットそれぞれが短縮されたが、面積が増えていた。(面積

よりもクリティカルパスが重要視されている) 

 


